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１． 問題意識と研究の目的 
 

男女雇用機会均等法施行（2016）から 30 年以上の月日が経つが、日本では女性の活躍推

進が進まない現状がある。2019 年のジェンダーギャップ指数は 121 位で、他国の女性活躍

の進み方と比較すると遅いと言わざるを得ない。ジェンダーギャップ指数の低迷に大きく

影響しているのが、経済・政治分野での女性比率の低さである。本研究では経済分野に視座

を置く。 
企業はダイバーシティ推進の制度を整備しつつあるが、女性の就業意欲・昇進意欲を高め

なければ、就業継続や管理職比率の引き上げにはつながらない。筆者が共同研究で実施した、

企業に勤務する男女社員を対象とした調査（n=1298）で、管理職と非管理職の女性を比較

すると、仕事満足度は管理職の方が高いが、男女間の比較で昇進意欲は女性のほうが低いこ

とがわかった（小森・大橋 2019）。加えてメンバーシップ型雇用で、管理職に就くのには長

期間の就業継続が必要である日本の実態にも関わらず、女性の勤続年数は男性より短いこ

とがある 2。 
その原因は多岐にわたると多くの考察がされているが、筆者は女性自身の仕事と家庭に

対する意識と、その意識の醸成に影響を与える要因に注視したい。 
筆者は実務家であった頃、複数のフランス企業との協働経験を持つ。その際に、フランス

女性と日本女性の仕事と家庭に対する意識の大きな差に問題意識を持った。その感覚を実

証するために、本研究では日本とフランスの女子大学生と社会人女性の仕事と家庭に対す

る意識を比較・考察したい。特に文系大学女子学生とその卒業生に焦点を当てる。エリート

を輩出するグランゼコールや、専門性が高く就職に有利な理系の大学出身者ではなく、文系

                                                      
※本研究は平成 29 年度昭和女子大学研究助成金の助成を受けたものである。 
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2 独立行政法人労働政策研究・研修機構（2019） 



昭和女子大学現代ビジネス研究所 2019 年度紀要 

＜資料＞ 

2 
 

日本 フランス
ジェンダーギャップ指数（2019） 121位 15位
管理的職業従事者の女性割合（2020） 14.4% 37.6%
国会議員の女性割合（衆議院または下院）（2016） 10.2% 38.8%
夫が外で働き妻は家庭を守る賛成（日本：2019/フランス：2015）女性 31.1% 27.9%
夫が外で働き妻は家庭を守る賛成（日本：2019/フランス：2015）男性 39.4% 36.8%
婚姻率(1,000人あたり）(日本：2018/フランス：2016） 4.7 3.5
離婚率(1,000人あたり）(日本：2018/フランス：2016） 1.7 1.9

大学女子学生・卒業女性に焦点を設定することにより、一般的な知見が得られると考える。 
本研究の学術的な問いは「日本とフランスの文系大学女子学生と文系学部卒業女性の仕

事と家庭に関する意識の違いを明らかにし、日本の女性活躍推進に有効な要素を探求する

こと」である。 
日本では女性の正規社員としての継続就労が不安定で、管理職・役員の女性比率が低く、

ジェンダーギャップ指数その他をフランスと比較すると以下の表-1 のようになる。 
 
表-1 日本とフランスの比較 
 

   

 

 

 

 

 

 ※管理職：日本-厚生労働省（2019）/フランス-Eurostat（2019） 

    国会議員：Global Note（2018） 

  性別役割：日本-内閣府（2019）/フランス-内閣府（2015） 

  婚姻率・離婚率：日本-厚生労働省（2019）/フランス-United Nations（2018） 

 
 フランスは結婚（法律婚）以外に、PACS（連帯市民契約）という制度があるため、日

本より婚姻率は低く、少ない結婚の中で離婚率は日本より高い。性別役割分担意識も日

本より薄い。日本も「夫が外で働き妻は家庭を守るに賛成」が 2014 年には男性 46.5％、女

性 43.2％3で、5 年間で変わってきているものの、まだ意識の変化が社会の変化には結びつ

いていない。フランスの 25～49 歳の女性の就業率は、75.8％（2016）4で合計特殊出生率

は 1.87（2019）5で、日本は 1.42（2018）6である。フランスの収入の男女差（男性を 100
とした場合の女性の割合）は 88.4％で、OECD 平均 86.6％、日本 75.5％（2017）7と比較

すると格差はあるが日本よりは平等度が高い。未就学児の育児については「妻も夫も同じよ

うに行う」とするものが、フランスは男性 51.2％・女性 50.1％なのに対し、日本は男性

36.6％・女性 30.4％である 8 
一方日本で、筆者が勤務先の私立女子大学の経営系学部で実施した調査（2015～2018、

                                                      
3 内閣府（2015） 
4 データブック国際労働比較（2018）より筆者計算。 
5 INSEE（2019） 
6 厚生労働省（2019） 
7 OECD（2019） 
8 内閣府（2017） 
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n=1,107）でも、学生の就職時は総合職志向が高いが、39.1％が出産を機に退職するライフ

コースを選択することになると予想すると回答した（小森・前田・宮脇 2018）。 
少子高齢化が進む日本社会で、女性の活躍は喫緊の課題であるが、女性の活躍推進が進ま

ない現状がある。文化的・社会的要因の差も視野に入れつつ、日本とフランスの女性の仕事

と家庭生活に対する意識の比較から得た考察を活かし、日本女性の就業意欲・昇進意欲を高

める実効性のあるキャリア教育を大学において実施したいと考えたことが、本研究の学術

的背景である。 
本研究の目的は、フランスの文系大学女子学生及び卒業女性の仕事と家庭生活に対する

意識や就業継続の状況を明らかにした上で、日本と異なる女性の就業行動や意識に影響を

与えた要因を探索し、その考察を女性の活躍推進・ダイバーシティ推進に寄与する提言にま

とめることである。本稿では 2018 年度から継続している研究の一部をまとめたい。 
 

２．関連する先行研究 
 

 内閣府経済社会総合研究所は、フランス高学歴女性の就業率の高さと家庭生活と職業生

活の両立について述べている（2005）9。フランスの高等教育は、他国とは異なる制度の枠

組みを持ち（夏目・大場 2016）、エリート層はグランゼコール出身者が占める。この教育制

度と職業キャリアについては、次稿で詳述する。 
フランスでは若年層の失業率が問題となり、2000 年以降、政府主体で大学における就職

支援活動を始めた（夏目 2016）。学士卒の学生の 66％が有期雇用からキャリアを開始する

が、3 年後には 63％が無期雇用の職についている（五十畑 2013）。高学歴女性のほうが出

産・育児期に労働力率が低下しない（井上 2014）。高学歴層のほうが無期雇用職について

いる割合が高く、文系は修士卒でも初職獲得には苦労するが（藤本 2017）、学士卒と比較

すると、管理職への選抜時期は早い（三谷他 2016）。概観すると、グランゼコール出身者や

教育システムについての研究は多いが、文系大学女子学生・卒業女性の実態に焦点を当てた

研究はほとんど存在しない。 
30 年前日本では女子の学校教育の経済効果は潜在的評価しかなされていなかったが（矢

野・袖井 1987）、今日の女子高等教育には確かな経済的効用があるとされる（濱中 2013）。
しかし、既婚女性が常勤で継続就業するには性別役割分業に反対する意識を持っていない

と困難が伴う（山谷 2011）。ダイバーシティ推進の実効性を問う調査では、企業の制度が整

っても女性の継続就業意識・昇進意欲は男性より低い（小森・大橋 2019）。 
前述したとおり、筆者の勤務先大学経営系学部では充実したキャリア教育を実践し就職

率も高いが、39.1％が出産を機に退職するライフコースを選択すると予想した（小森・前田・

宮脇 2018）。国立の共学大学に在籍する女子学生の意識はどうなのかというと、98.0％が

                                                      
9 内閣府経済社会総合研究所（2005） 
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就職希望（研究職も含む）であるが、①希望するライフコースの回答は、「子どもが生まれ

たら一度退職して再就職をする 21.8％」「専業主婦になる 15.3％」であった。②実際に自分

がどのようなライフコースを歩むかの予想では、「子育て後再就職 37.9％」「専業主婦 9.4％」

で、合計 45.3％の女子学生が出産で退職すると予想している（横田 2016）。 
フランスでは男女の職業上の平等を規定しているが、女性に対する昇進差別や給与格差

は残存する。しかし 2018 年の法律で、差別に対する罰則付きの制裁を規定している 10。フ

ランスの諸制度については、次稿で述べることとする。本研究では、日本の女性活躍推進の

ために、フランスと日本の文系大学女子学生・卒業女性の意識・行動をヒアリング・量的調

査・インタビューという手順を踏み、比較分析し日本の高等教育におけるキャリア教育の内

容について再考したい。 
 

３．フランス文系大学女子学生の仕事と家庭に対する意識 
 
 2018 年 9 月筆者は、フランス文系大学女子学生 3 名に、量的調査設計のためのヒアリ

ングを実施した。3 名の学生の協力を得て、下記の 7 項目について聞き取りを行った。 
（1）「夫が外で働き妻が家庭を守るべき」（性別役割分業）に賛成ですか？ 
（2）理想とするライフコースを教えてください。 
   a. 仕事と家庭を両立する。 
   b. 子どもが生まれたら仕事を辞めて、子育て後フルタイムで働く。 
   c. 子どもが生まれたら仕事を辞めて、子育て後パートタイムで働く。 
   d. 子どもが生まれたら仕事を辞めて、専業主婦になる。 
（3）何故そのライフコースを選びますか。 
（4）管理的職業に従事したいと思いますか。 
（5）将来について考えるようになったきっかけ、影響を受けた人、受けた教育を教えて

ください。 
（6）大学で女性のキャリアについて学ぶ機会はありますか。 
（7）日本の女子大学生は、仕事と家庭の両立に不安を感じています。それについてどう

考えますか。 
 
ヒアリングを実施した対象学生の属性は、表 2 のとおりである。 
 
 
 
 

                                                      
10 独立行政法人労働政策研究・研修機構（2019） 
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表 2 ヒアリング実施対象女子大学生属性 
 Mlle.A Mlle.J Mlle.M 

年齢 24 歳 26 歳 19 歳 

学年 6 年生（最終学年）2 年間

ファッション勉強で休学 
法学部最終年 5 年（マスター2）
を終了し国家試験結果待ち 

パリ第 10 大学 
3 年生（最終学年） 

専攻 ソルボンヌ大学 
哲学科 

カーン大学 
法学部 

パリ第 10 大学 
人類学科 

哲学・文学・歴史・ジャーナ

リズム専攻 
出身高校 公立共学 公立共学 公立共学 

母親就業状態 就業 就業 就業 

就きたい職業 ファッション関係の仕事 
就職後博士号取得希望 

企業の法律顧問弁護士 ジャーナリスト 
（修士に進学希望） 

 
3 人の学生の問いに対する回答は、表 3 にまとめた。 
 
表 3 ヒアリング項目女子大学生回答 
質問 Mlle.A Mlle.J Mlle.M 

（1） 全く賛同できない。 賛成できない。現代のカップルに

はバランスが必要で、女性だけ

が育児をして男性だけが働くの

は、長い目でみるとカップルや家

庭内でのバランスを崩すもとにな

ると思う。 

賛成できない。母が高収入で子

どもが小さい時父が家にいた。 

（2） 家庭や子供の存在のために仕

事を辞めることは決してない 

すぐに子供を持とうとは思ってい

ないので、研修先を見つけ、その

後に就業して経験を積むことか

ら始める。 

仕事を続ける。 

（3） 仕事をしないということを考え

たことがない。多分教育からき

ていると思うが、その発想がな

い。母も叔母も働いているのを

見て育った。友人の母たちもみ

んな仕事に就いていた。それを

見て育ったので、仕事をするの

結婚したら子どもは持ちたいが、

結婚していなくても子供は欲し

い。専業主婦になったら自分は

かなり退屈すると思うから、仕事

は続ける。だから今取れるだけ

の資格を取り、多くのチャンスを

持てるようにしている。 

独立したいから。パートナーに

100％頼りたくない。 
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は当たり前と思う。 

（4） 将来は管理職ポストに就きた

いと思うし、仕事は家庭より優

先するであろう。 

管理職ポストに就くのは理想だ

が、経験と実績が必要。経験が

ないと、学士と修士だけでは厳し

い。 

コラムの責任者になりたい。 

（5） 仕事をしないということを考え

たことがない。高校で仕事に対

する希望を女子と男子を分け

て異なる扱いはしない。よりよ

い学科、より良い大学、より良

い職業と先生たちから教えら

れた。 

高校の最終年に就職のオリエン

テーションがあり、テストなどもし

て指導官から法律関係に適応性

があると言われた。それがきっか

け。 

母も、祖母二人とも働いてきたの

で、働くことが普通だと思う。バラ

ンスを見つけることが大事で、子

どもは両親 2 人で育てるもの。 

（6） 大学では女子用のキャリアへ

の指導授業というのはない。公

立の教育機関ではそういう指

導は一切ない。 

全くない。女子と男子を分けるこ

とはない。大学で学ぶのは同等

だから。 

ない。高校で将来のオリエンテー

ション。卒業検定試験が分野で

分かれている。男女同等に勉

強。 

（7） 子どもを持つことは母だけに帰

属するものではなく、父にも帰

属する。男女に等しく分担する

べきなのに、女性だけが負担

をおい、自分のキャリアを無に

するのは残念です。両立が心

配の種であるべきではない。男

女で共有すべき問題。 

もちろん個人の選択もあるが。将

来何があるのかわからないの

に、可能性のドアを閉めてしまう

と、仕事と家庭のバランスを変え

てしまう。人生にはいろいろなこ

とあり、何が起こるのかわからな

いから、独立していることが大事

と理解することが必要。 

フランスでは仕事に就くために勉

強しているので、そうでなければ

なぜ大学に行くのか。 

 
各設問への回答の頻出語分析等は次稿で検証したい。このヒアリングをもとにアンケー

ト調査票を作成し、現在フランス文系大学女子学生と日本の同女子学生に調査を実施中で

ある。この量的調査の結果についても次稿で分析をする予定である。 
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４． フランス文系大学卒業社会人女性の仕事と家庭に対する意識 
 

2019 年 9 月には、フランス文系大学卒業社会人女性 4 名を対象に、量的調査の設計に

取り組むためのヒアリングを実施した。内容は下記の 8 項目である。 
（1） 年齢・学歴・勤務先・現在の役職と職務内容・職歴・人事異動や転職の回数を教え 

てください。 
（2）あなたの選択するライフコースを教えてください。 
    ①仕事と家庭を両立する 

②子どもが生まれたら仕事を辞めて、子育て後パートタイムで働く。 
    ③子どもが生まれたら仕事を辞めて、子育て後フルタイムで働く 

④子どもが生まれたら仕事を辞めて、専業主婦になる。 
（3）何故そのライフコースを選びますか？親世代とは異なりますか。 
（4）管理職や役員の経験はありますか？またなりたいと思いますか。 
（5）管理職や役員になることの自信や不安はありますか？それはどういう内容ですか。 
（6）管理職や役員になる上で、重要な要素は何ですか（Ex.語学力・知識・経験・ネット

ワーク・リーダーシップ・責任感等）。 
（7）あなたにとって人生で重要なことは何ですか（Ex.昇進・リーダー・やりがいある仕

事・プライベートとのバランス・家族との時間・長く働くこと・自分のペースで仕事

をすること等）。 
（8）あなたは今の仕事に満足していますか？プライベートな生活に満足していますか？ 

 
ヒアリングを実施した社会人女性の属性は、表 4 のとおりである。 

 
表 4 ヒアリング対象社会人女性の属性 

 Mme.A Mme.C Mme.H Mme.M 

年齢 63 41 60 28 

家族構成 建築家の夫 2 年前に

死別 

夫・子ども 2 人 離別後 

パートナーと同居 

独身 

現職 弁護士 美術講師・ガイド 精神カウンセラー 大使館勤務 

職歴 弁護士 美術館勤務 教員 ― 

子育て経験 長男・長女・孫 長男・長女 長男・長女 ― 

卒業後の 

学びなおし 

OJT（刑法から労働法

他） 

美術史・フランス史 心理学修士・国家資

格・特別国家資格・臨

床心理資格 

日本語科修士・国際関

係修士（留学経験 2

回） 
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4 人の文系大学卒業社会人女性へのヒアリングの回答を、表 5 にまとめたが、これは聞き

取り内容のエッセンスに過ぎず、彼女たちの語りから学ぶことはたいへん多かった。その

内容については次稿で深く掘り下げたいと考える。尚、現在ヒアリングを基にアンケート

調査設計を行い、アンケート調査設問を作成し終え、倫理審査委員会に諮る段階にある。

2020 年度 6 月には、フランス文系大学卒業社会人女性と合わせて、日本の文系大学卒業

社会人女性にも同じアンケート調査を実施する予定である。 
 
表 5 ヒアリング項目社会人女性回答 
質問 Mme.A Mme.C Mme.H Mme.M 

（1） パリ第 1 大学アサス法

学部学士・修士・犯罪研

究所 2 年。刑法専門弁

護士事務所 5 年勤務。

独立して 2 年後にアソシ

エーツとして弁護士事務

所開設。現在事務所はア

ソシエーツが 2 人、弁護

士 3 人、秘書 2 人。刑法

から勉強をして労働法・

人権分野に仕事を広げ

た。 

ルーブル美術学校・2 年

目にパリ第 1 大学トルビ

アックで美術史を並行して

学ぶ。ルーブル美術学校

第 2 期過程資格取得・ト

ルビアック。美術史学士・

パリ 12 大学クレテイユで

フランス史学士。合計 5

年間。美術講師・ガイド国

家資格試験に合格し、美

術館のスタッフになったが

週に 2-3 回で、2 年後雇

用された。 

パリ第７大学ジュシュー

日本語科学士・パリ第 5

大学デカルト児童心理

学国家資格・パリ第７大

学ディドロ修士 2 課程

修了（人類科学心理学

科児童/ティーンエージ

ャーの精神セラピーが

専門）。大学で勉強する

前から、教育省教員とし

て小学校の先生。大学

入学前に学習障害のあ

る子ども/行動障害のあ

る子どもに教えることが

できる国家資格を取

得。 

グランゼコール準備課程

芸術クラス 1 年通学後、

パリ大学ディドロ校外国

文明講座日本語科学士・

修士。 

福岡大学交換留学生外

国人のための日本語科・

早稲田生大学交換留学

生日本語で国際関係と日

本のアニメーションを勉

強。後者がメインでした。

修士を取得後、大使館に

就職。文化広報部でソー

シャルメディアとウェブの

担当。翻訳業務もあり。 

 

（2） 子どもが生まれる前から

仕事をやめる、減らす等

考えたことがない。専業

主婦は考えられない。ち

ゃんと家庭は成立した。

仕事量は多かった。被雇

用者を持つと会社経営

が加わり、不規則な時間

帯での労働も多い。主人

は建築家で、多忙だった

ので、両方の仕事量を考

仕事をやめようと思ったこ

とは一度もない。フリーラ

ンスという理由もある。信

頼関係のできたクライアン

トから連絡があって仕事

を頼まれると、やめようと

は考えられない。長男が

生まれ美術館から産休を

とった。 

育児休暇も取った。育児

休暇中も半休暇扱いにし

2 人子供がいるが、い

つも仕事はしていこうと

考えていた。それが自

分の選択。 

まだ独身だが、仕事を続

け、他の分野の仕事の体

験もしてみたい。仕事とプ

ライベートは両立させるつ

もり。子どもができたら育

児休暇を取り、大使館の

先輩のように、その後

80％復帰、正規復帰の順

で仕事に戻りたい。 
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え、当然のように家事は

分担していた。家政婦さ

んが掃除はしたが、子ど

もの教育も含め自分たち

でできることは分けてし

た。子守さんや託児所へ

の子どもの送迎も分担し

た。夕食の準備は先に帰

宅した方がすることにな

っていた。 

て、少しずつガイドや講師

の仕事をしていた。今はフ

リーランスなので顧客の

ニーズがあるときは断れ

ないが、2 時間半の講師・

ガイドなので、移動時間を

含めて 3 時間で終了す

る。当初は義理の姉や母

に息子を預けていたが、

保育園に入ってからは普

通に仕事再開。 

（3） 母も 2 人の祖母も仕事を

していた。仕事をすること

に疑問を持ったことがな

い。母方の祖母は 80 歳

を過ぎても、男性に頼っ

ていてはダメ、財政的に

独立しろと言っていた。そ

れはすごく大事だと言っ

ていた。専業主婦で子ど

もを育てるだけだと、あな

たのプライドは？となる。

離婚になったらどう暮らし

て行くのか。カップルの

間でも、家に帰って日中

の話をして刺激があった

方がいい。フランスの特

徴は多くの託児所や保

育園を制度化したことに

もある。保育補助をする

システムもある。システ

ムがないと成り立たな

い。 

母は働いていた。母は 18

歳で学校の先生になり、

子どもを 3 人持ったが、

定年になるまで働いた。

母方・父方の祖母も曾祖

母も働いていた。私の周

りでは女性はみんな仕事

をしていた。 

母は仕事をしていなか

ったが、私は仕事をする

だろうと思っていた。母

は終戦後の時代だった

ので、世代的なものもあ

ると思う。母は仕事をし

ないことが女性の解放

だと言っていた。その理

由は祖母が行員として

働いていたこと。私の知

る範囲では私の世代で

他に働いてない女性を

知らない。 

父に出会う前の母は働い

ていたが、外国人なので

言葉の壁があり、なかな

か仕事が見つからなかっ

たため、いろいろな仕事を

していたそう。結婚してす

ぐに子どもができたら一

旦仕事はやめた。その

後、3 人の子どもができた

ので時間がなくなった。母

は子育てが好きで、東欧

の人でもあり、そういう文

化基盤もあったので不満

はなかったと思う。父方と

母方の両祖母は二人とも

働いていた。父はやや保

守的だが、娘が仕事をす

ることには理解があり、励

ましてくれる。教育機会も

十分に与えてくれた。 

 

（4） 働いている女性はより責

任のある仕事をしたいと

願っている。社会全体が

長女が生まれた時、会社

員の夫がリストラにあい

失業し、時間ができ、家事

教育省に入った年にす

ぐ公務員カードル（管理

職）になった。公務員の

出世をすることよりも、い

ろいろな経験をして、管理

職ではなく、より良い環境
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そうである。法律により、

会社に対して女性管理

職者を義務付け、会社に

給与差、女性管理職者

の数などを証明するよう

に求めることもできる。女

性が実権を待つ社会に

ならないと、何も大きく変

われないところが大きな

問題。父親の育児参加

は、女性が仕事場で力を

発揮するためにも必要な

要素。 

育児が夫にシフトした。私

は仕事を増やし、彼はガ

ラス製アクセサリー作家

になり、家で仕事をしてい

る。自分は多くの顧客開

拓が目標。低収入だが、

夏は休暇を取れる。美術

館などのイベントは計画

性があるが、自分で調整

できない。アラブ研究所か

ら会社員の契約をもらっ

ているが、変動的な契

約。子どもが大きくなった

ら、仕事量を増やし、やり

方を変える可能性はあ

る。 

カードルは管理職という

より、ステータス。私企

業ではないので、子ども

への責任はあるが、先

生同士は皆同じカード

ルで、それによってステ

ータスと給与が決まる。

上級管理職という呼び

名も私企業のもので、

公務員の世界では存在

しない。大学を含む教

育省の中では上級管理

職ない。 

もちろん大学や高校に

は多少の上下関係は存

在する。 

や満足感を得る仕事をし

たい。大使館は家庭を持

つ女性には理想的な職場

かも知れないが、限界も

感じる。 

（5） 女性が自らの一歩を踏

み出さないといけない。

精神的な部分で女性自

身が変わらなければなら

ない。男性の築いた社会

を受け入れているだけで

は、女性の活躍は現実

にはならない。フランスの

弁護士数は男女半々だ

がアソシエートの女性は

少ない。仕事は難しい

し、多くの時間と労力を

費やさなくてはならない

ため、自分で弁護士事務

所を持つ女性は少ない。

アソシエートの数で言え

ば男女均等ではない。 

フリーランスであること

で、自分で自由になる時

間がたくさんあることを選

択している。経済的に成り

立っているが、もしもっと

差し迫った財政状況にあ

るのなら、疑問の余地なく

他に働きに行っている。 

子どもを 2 人持ったの

で、仕事と勉強の両立

が難しい時期もあった。

本格的に勉強を再開し

たのは 2 人がティーン

になってから。勉強を再

開した頃はここまで来る

ことは想像ができなかっ

た。国家資格取得、大

学の資格取得などは全

て夜間や週末に勉強。

人類科学部臨床心理の

資格取得時研修休職。

研修は教育省が研修休

暇という名目で費用負

担。就学を終えるまで、

給与が 80％支払われ

た。 

将来のことは考えてはい

るが、まだ確実にどうする

かは決めていない。同僚

のように大学に戻るかどう

かも視野に入れている。

責任のある仕事をするに

は必要かもしれない。 

（6） パリの弁護士の数は

34,000 で、必要な顧客

クライアントの開拓と、信

頼関係が重要。 

知識を得ることは大切

だが、資格は仕事に直

ネットワークが大事。日本

もそうだが、特にフランス
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を得ることが難しい。 

人との出会いも影響し

た。労働法での弁護を頼

まれれば、勉強をして、

活動範囲を広げた。評判

を勝ち取り、イタリア、ドイ

ツ、フランスの新聞社の

弁護士、他に非営利団

体の弁護士もした。出会

いは大事。キャリアを通

じて、常に学んできた。知

らないことを学ぶことを受

け入れることは大事。チ

ャンスがあれば、それを

受け入れてきた。差別と

平等に対する高等諮問

機関から仕事を打診され

た時も快諾した。断って

いたら今の私はない。リ

スクを受け入れ、最高の

パフォーマンスを求めら

れているのなら、そうなる

ように勉強する。 

結するので大事。特に

自分のしてきた勉強に

はこの 2 つが不可欠。

心理学の勉強を始めた

時には、1 年生から始

めた。ずっと学ぶことが

好きだったし、この先も

変わらない。今の職業

は特に学び続けていくこ

となしではできない仕

事。人に関わる仕事を

することは、人生につい

ての思考、理解が必

須。 

継続した勉強が仕事に

一番大切だが、勉強か

ら得た中身も大事。知

識の中身が私を変え

て、この長い道のりを可

能にしてきた。 

はネットワークが重要な

国。知識は身につけるこ

とができるが、ネットワー

クはすぐに作れない。これ

から職業研修を受ける予

定。グラフィック・デザイン

とビデオ編集の分野。学

生時代の趣味が写真やビ

デオ。大使館でその分野

でのニーズがあったの

で、自分から少しずつ申し

出るようになった。もちろ

ん大使館もフランス労働

法にならって研修制度を

職員に認めている。 

日本語の他に英語、セル

ビア語、ルーマニア語が

話せる。アルバイトで通訳

の仕事をしたが、面白か

ったのと、数カ国後を話す

のでそちらの分野に行くこ

とも考えている。 

（7） 家庭と仕事のバランスが

一番大事。家庭も仕事も

大事だから、常にそのバ

ランスを模索してきた。長

時間労働で、朝 9 時半

から 20 時過ぎまで仕事

をしていたから、夫婦間

でいかに各自の自由に

なる時間、週末の使い方

を調整するかで、バラン

スをはかった。 

家族生活と、この自由の

ある仕事のバランスが大

事。好きなことを仕事とし

ているが、金銭的な理由

からもっと仕事量が欲し

いと思うこともある。でも

やはり家族を優先。夕方

からや土曜日の仕事のオ

ファーも多いが、頻繁に

はしない。 

 

家族と仕事のバランス

について、なぜ 40 年間

も教育省の先生であっ

たからも推測できるよ

う、多くの休暇、私企業

のような夜間に及ぶ労

働時間というのがなく、

家族生活とのバランス

が取りやすかったから。

1996 年に離婚。夫は記

者で常に家庭不在で、

家事は全く分担しなかっ

た。離婚の時子どもは 4

気に入った仕事が大事、

同時に仕事とプライベート

のバランス、家族との時

間も大事。福岡大学で日

本の女子大生に卒業後

何がしたいかを聞くアンケ

ートをした。約 100 人に

聞いたが、約 80%が卒業

後は結婚したい、と回答。

4 年間勉強し、お金もか

けたのに、結婚したいとい

う答えに驚いた。それなら

大学に行かず、すぐ結婚
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歳と 6 歳。間もなく今の

パートナーに出会った。

彼はもっと大きい子ども

がいたので、私の子ど

もの面倒をよく見てくれ

た。彼は私の勉強を励

まして、私が勉強に専

念できるように子どもを

連れて旅行に出たこと

もあった。今の自分があ

るのは彼のお陰。 

すればいい。なぜかも聞

いたが、それが理想的な

人生だからとか、将来お

金のことで悩みたくない、

プレッシャーがいやと言う

返答。フランスではそう考

える女友達がいない。卒

業後の将来の話に、結婚

を持ち出す人はいない。 

（8） 夫が亡くなったのは残念

でなかなか立ち直れなか

ったが、仕事があったの

で何とか乗り切れた。広

い家を売ってアパルトマ

ンに移り住んだが、とても

快適に暮らしている。息

子は医者になり、娘も政

治科学院の卒業なので、

2 人とも立派に育った。

今は孫がいる。6 ヶ月前

に引退しようとしたが、顧

客のこともありすぐには

無理だった。事務所名に

は自分の名前が残して

あるが、パートナーにそ

の顧客を引き継いでい

る。でもまた仕事を始め

るかもしれない。 

仕事を発展させたいと言

う希望を別にすれば、公

私ともに満足している。プ

ライベートでは、家族、友

人に囲まれ、週末はイベ

ントがあると子どもを預け

たりする手配もあって、毎

週ゆっくりできるわけでは

ないが、満足している。生

活としてはギリギリなの

で、願はくば急な高額出

費が発生しないこと。職業

面では自分の好きな仕事

で、人との出会いもあり、

いい出会いがあると嬉し

い。ここ 2-3 年は少しずつ

伸びている。休みをとっ

て、楽しい旅行もできてい

る。 

自分のリズムで仕事が

できるのは人生で今が

初めて。非常に満足し

ている。自分のしている

ことが好きであるかどう

かもずっと大事。子ども

に教えながら、最初から

一番関心があったの

は、人の心理。教育省

では６５歳が定年なの

で、続けようと思えば続

けられたが、自分のペ

ースで仕事をしたくて

58 歳で辞めた。年金の

計算もできていた。給与

よりは少ないが、今のカ

ウンセリング収入をたす

と、現役時代の給与額

になる。でもそれが目的

だったわけではない。 

日本社会の女性は大変。

日本留学の後、日本で仕

事をしようかと考えて、少

し就活をしてみた。でも外

国人であることに加え、女

性であることがハンディだ

とわかってやめた。 

日本では女性であること

は大変。子どもを育てろ、

その上仕事もしろと言わ

れ、でも仕事では評価を

得られず、あと戻りもでき

ない。今の仕事に対して

実はいろいろと不満があ

る。人間関係も難しい。大

使館の現地職員には昇

進がない。今のところは、

仕事で自分が向上できれ

ばよい。 

 
５． 今後の課題と研究の進め方 
 
 本稿では、アンケート調査票作成のために実施したヒアリング内容のアウトラインのみ

を紹介し考察を行っていない。現在、このヒアリングを基にアンケート調査票を作成し、文
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系大学のフランス人女子学生と日本人女子学生を対象にアンケート調査を実施中である

（2020 年 2 月時点で回答数 114）。また、フランスと日本の文系大学卒業社会人女性を対象

とするアンケート調査の準備も進めている。2020 年度前期中にアンケート調査結果を分析

し、補完が必要と考えられる項目について、質的調査としてインタビューを実施したい。本

稿で扱ったヒアリングと併せて、質的分析を行いたいと考える。 
今後は、2018 年ヒアリング、2019 年量的調査実施とヒアリング、2020 年量的調査実施と

その結果分析、補完的インタビュー、2021 年全ての調査の考察のまとめというスケジュール

で研究を進めていく予定である。 
 本研究の課題は、文系大学という分類の中で、アンケート回答者・インタビュー対象者に

偏りが出ないように留意すべき点である。学生については異なった大学の様々な専攻の学

生からの回答を集める努力が必要であるし、社会人女性については幅広い年齢・職種・職歴

の女性にリーチできるよう準備を進めていきたい。 
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